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｜ 新潟市會津八一記念館 ｜ 開館45 周年記念 新春企画展

新潟市會津八一記念館
TEL.025-282-7612（10:00～18:00）    http://aizuyaichi.or.jp 入
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イベントの申し込み方法

新潟市 會津八一記念館

〒950-0 08 8 新潟市中央区万代3 -1-1 新潟日報メディアシップ 5F
TEL .025 -2 82 -7612 / FAX .025 -2 82 -7614
当館へはメディアシップのエレベーターをお使いください。
（階段はございません）
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■新潟市會津八一記念館様 ［2020年新春企画展 / 會津八一と酒 ～一杯一杯復一杯～］_A4チラシ裏面（4C）

新潟駅から バス約9分、タクシー約5分、徒歩約15分、新潟空港から タクシー約15分
メディアシップ駐車場（24時間営業） 第1駐車場は220円、第2駐車場は200円（第1、第2共に30分 税込）

※周辺には、万代シテイ駐車場、朱鷺メッセ駐車場などもございます。

◎交通のご案内
◎駐車場のご案内

※往復はがきに参加を希望するイベント名と、住所、氏名、電話番号をお書きのうえ、會津八一記念館までお送りください。 
※ただし、1通につき1イベント、1名様でのご応募といたします。定員に達し次第締め切ります。

令和2年3月5日（木） 午前9時50分～午後5時
會津八一記念館企画展「會津八一と酒」、にいがた文化
の記念館企画展「米と酒」見学▲ 今代司にて酒蔵見学▲

昼食▲ 笹祝酒造にて酒蔵見学と八一作品鑑賞▲ 新潟駅
20名（事前申込みが必要です）
5,000円（昼食代込）

にいがたの酒蔵を巡る
日帰りバスツアー

［ 日 時 ］
［見学コース］

［募集人員］
［ 参 加 費 ］

第１章

第 2 章

第 3 章

第 4 章

酒を詠う

酒に酔う

蔵元と八一

「酒のにいがた四季の味」
～瑞穂が描き、さくらが作る～

展示構成（予定）
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上原みゆき氏（食文化研究家）
令和2年3月10日（火）
午後2時～3時半
日報ホール（メディアシップ２階）
150名
500円（事前申込みが必要です）

文芸講演会
「ふるさとに酒あり食あり笑顔あり」

［ 講 師 ］
［ 日 時 ］

［ 会 場 ］
［ 定 員 ］
［聴講料］

令和2年2月9日（日） 午後2時
ホテルオークラ新潟（新潟市中央区川端町6-53）

［ 日 時 ］
［ 会 場 ］

100名 無料
（予定）/淺井愼平氏（写真家）、和泉久子氏（鶴見大学名誉教授）、若松保広氏（仏像美術写真家）

［ 定 員 ］
［ 講 評 ］
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　會津八一（１８８１～１９５６）が揮毫
した墨蹟には、酒を題材にした中国の
漢詩や自詠の俳句、短歌が多く見られ、
八一の文字が用いられている銘柄の清
酒もあります。
　本展では、八一と縁のある県内外の
蔵元に伝わる八一の作品や文化人の書
画および酒器類など、八一と酒に関する
資料も展示し、酒文化に対する八一の
眼差しや、酒に酔いしれた八一の素顔
なども紹介します。

　 中田瑞穂画 《乾鮭図》 （昭和40年、当記念館蔵）　　會津八一書 《両人對酌山花開》 
（昭和18年、当記念館蔵）　　會津八一書 《老影婆娑》 （昭和20年代、笹口孝明氏蔵）　
　 會津八一書 《壷中天地》 （昭和21年頃、個人蔵）　　坂口謹一郎歌書 《山居賜酒》 
（個人蔵）　　河内さくら「酒びたし」（新装版『河内さくら おふくろの味』平成22年、新潟日
報事業社刊より）　　會津八一書 《千曲館》 猪口と徳利（吉池泰夫氏蔵）
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第13回 秋艸道人賞 「會津八一の歌を映す」  写真コンテスト入賞入選表彰式・公開講評会
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〈審査員特別賞〉
（會津八一記念館開館45周年記念）

「船人は」
仲程 梨枝子 氏
（沖縄県那覇市）

〈八栗寺わたつみ賞〉

「毘沙門の」
小池 幹夫 氏

（新潟県上越市）

〈 ＢＳＮ賞 〉

「天がける」
千田 多喜子 氏

（愛知県名古屋市）

〈 新潟日報社賞 〉

「溝川の」
茂木 和子 氏

（栃木県佐野市）

〈 胎内市長賞 〉

「水煙の」
石森 文夫 氏

（福島県いわき市）

〈 新潟市長賞 〉

「薄れゆく」
渡辺 征二郎 氏
（奈良県奈良市）

市島家伝来の酒器
（市島酒造所蔵）


